
【取組内容】帯時間を活用した情報活用能力の育成

玖珠町立塚脇小学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取り組みの概要：毎週金曜日、塚脇タイム(帯時間)を活用し、学年の実態に合わせた情報活用能力の育成をおこなう。

取り組み ①タイピング大会の開催 ②情報モラル学習 ③基本的なアプリ操作の練習

①タイピングソフトの積極的な活用 ②情報モラル学習サイト（文科省）の活用

③学年別活用スキル表の作成と活用

成果
・1年時より、見通しを持って、クロームブ

ックの活用スキル育成に努めることがで
きる。

・ローマ字指導に合わせなくても、タイピ
ング指導をすすめることができる。

・個の進度に合わせて、タイピングスキル
を身に付けさせることができる。

・情報モラルの学習を定期的に行うことが
できる。

・学校全体で取り組むことで、どの教科で
もクロームブックを授業で活用していく
ことができる。

課題

・今年度の実績を鑑みて、
しっかりとした年間計画
を作成していかなければ
ならない。

・学年別スキルは一応の目
安であり、児童の実態に
応じて対応していかなけ
ればならない。

上位者の表彰

１分間 2024.1 2025.1

200文字以上 2.7% 5.4%

150文字以上 16.2% 18.9%

100文字以上 34.5% 38.5%

50文字以上 33.8% 27.7%

合計 87.2% 90.5%

タイピング大会結果（3年生以上）
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